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デザイン・コレクション展 IIの開催について 

 
富山県美術館では、2020年度の 3階の「デザイン・コレクション展 II」（令和２年 6月 25
日（木）～令和２年 9 月 15 日（火）まで）を下記のとおり開催しておりますので、ご案
内いたします。  

 
１.概要 
日時： 令和２年 6月 25日（木）～令和 2年 9月 15日（火） 
場所： 富山県美術館 3階展示室５・６ 
展示： 展示室５／デザインコレクション  

特集「ヒロシマ・アピールズを中心とした平和ポスター」 
 展示室６／瀧口修造コレクション「瀧口修造とマン・レイ シュルレアリスムへの扉」 
 展示室６／シモン・ゴールドベルク＆山根美代子コレクション「ゴールドベルクと

クレー周辺の画家たち」 
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2.展示内容と見どころ 
▼展示室５／デザインコレクション  

特集「ヒロシマ・アピールズを中心とした平和ポスター」 
当館のポスター・コレクションのうち、ヒロシマ・アピールズを中心とした国内外
の平和ポスターを紹介します。 
ヒロシマ・アピールズは、公益社団法人日本グラフィックデザイナー協会（JAGDA）
広島地区と一般財団法人広島国際文化財団、公益財団法人ヒロシマ平和創造基金と
共同で 1983年から（途中休止）毎年 1名のデザイナーを選出し、平和を訴えるポ
スターを制作しています。 
 
☆みどころ 
2019年までに制作された「ヒロシマ・アピールズ」のポスターを展示します。 

    これまで当館のポスターも手掛けていただいた、永井一正氏や佐藤卓氏、世界ポス
タートリエンナーレトヤマの審査員を務めていただいた勝井三雄氏、松永真氏、浅
葉克己氏らの多様なポスターをご覧いただけます。 
 

 
 
▼展示室６／瀧口修造コレクション 

「瀧口修造とマン・レイ シュルレアリスムへの扉」 
瀧口は、シュルレアリスム（超現実主義）の日本におけ
る論理的支柱となった人物として知られています。今期
は、シュルレアリスムの代表的作家のひとりであるマ
ン・レイを中心に、瀧口とシュルレアリスムの作家たち
との交流を示す作品や思い出の品をご紹介します。 

 
  ☆みどころ 

シュルレアリスムの代表的作家、マン・レイによる版画作品《回転ドア》全 10点
を展示します。また、サルバドール・ダリ邸を訪問した際の思い出の品《カダケス
の記念品》等を通して、瀧口の作家との交流を垣間見ることができます。 
 

  

 
瀧口修造収集《カダケスの記念品》

1958年採集 

mailto:abijutsukan@pref.toyama.lg.jp


 
Press Release                                       令和２年６月２9 日（月） 

お問い合わせ  富山県美術館 〒930‐0806 富山県富山市木場町 3‐20 
        tel：076-431-2711 fax：076-431-2712 

メール：abijutsukan@pref.toyama.lg.jp 
担当：広報に関して：川浦（広報） 

展覧会に関して：望月（学芸課）、碓井（普及課） 
       

3 / 3  

富山県美術館―TAD Toyama Prefectural Museum of Art and Design 

 

 
▼展示室６／シモン・ゴールドベルク＆山根美代子コレクション 

「ゴールドベルクとクレー周辺の画家たち」 
シモン・ゴールドベルク（1909－1993）が愛蔵し、美代子夫人から 2006年に寄
贈された美術作品をご紹介します。  
 
☆みどころ 
パウル・クレーのインク画作品《遥か北の町》をはじ
め、クレーを敬愛した画家ハンス・ライヘルから贈られ
た水彩画作品など、クレー周辺の画家たちとゴールド
ベルクの交流を示す作品を中心にご覧いただけます。 

 
 
 
 
３．観覧料 
・コレクション展 一般３００円（２４０円）※（ ）内は２０名以上の団体料金 
・次の方は、コレクション展の観覧無料 
① 小・中・高校生と大学生、７０歳以上の方 
② 学校教育、社会教育活動としての児童・生徒の引率者(観覧料免除申請書が必要です） 
③ 各種手帳をお持ちの障がい者の方（付き添いは手帳をお持ちの方１人につき１名ま
で無料） 

※詳しくは、当館ホームページをご覧ください（https://tad-toyama.jp/）。 
 
 

コレクション展について 

富山県美術館のコレクション展では、富山県立近代美術館から現在までの収蔵作品を展示して
います。年４回程度、さまざまなテーマによる展示替えを行い、多彩なコレクションを紹介。
当館 2階の展示室１では絵画・彫刻を中心とし、3階展示室５・６ではポスターや椅子、富山
県ゆかりの瀧口修造やシモン・ゴールドベルクのコレクションを展示しています。 

 
パウル・クレー《遥か北の町》1926年 
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